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古
事
記
に
お
け
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
「
天
の
御
饗
」
の
考
察
を
通
し
て
ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
マ
ラ
ル
〔
抄
録
〕
国
譲
り
神
話
の
末
尾
に
お
け
る
「
天
の
御
饗
」
の
記
述
を
と
り
あ
げ
る
。
「
天
の
御
饗
」
を
献
る
対
象
は
天
つ
神
で
あ
る
の
か
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
国
譲
り
神
話
と
古
事
記
に
お
け
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
性
格
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
論
文
に
お
い
て
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の
視
点
か
ら
の
「
天
の
御
饗
」
の
考
察
を
通
し
て
、
古
事
記
に
お
け
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
。
キ
ー
ワ
ー
ド
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
、
国
譲
り
、
文
体
、
一
体
化
、「
天
の
御
饗
」
は
じ
め
に
こ
の
論
文
で
は
古
事
記
の
国
譲
り
神
話
の
末
尾
に
お
け
る
「
天
の
御
饗
」
の
考
察
を
通
し
て
、
出
雲
神
話
と
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
性
格
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
「
天
の
御
饗
」
と
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
天
つ
神
に
国
を
譲
る
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、「
天
の
御
饗
」
を
献
上
す
る
こ
と
で
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
天
つ
神
に
祭
ら
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
天
つ
神
を
祭
る
の
か
と
い
う
国
譲
り
神
話
自
体
の
意
義
に
関
わ
っ
て
い
く
。
そ
の
主
体
は
誰
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
従
来
注
釈
の
中
で
意
見
が
一
致
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
混
乱
の
原
因
に
な
る
の
は
文
体
の
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
文
章
自
体
か
ら
は
主
語
が
明
確
に
定
め
る
の
が
難
し
く
、
両
方
の
解
釈
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
「
天
の
御
饗
」
を
献
る
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
天
つ
神
の
子
孫
に
「
天
の
御
饗
」
を
献
ら
れ
る
と
と
ら
え
て
も
お
か
し
く
な
い
。
最
近
の
研
究
動
向
を
見
る
と
、「
天
の
御
饗
」
を
献
る
主
体
が
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
あ
り
、
そ
れ
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
天
つ
神
に
国
を
譲
り
、
完
全
に
服
従
を
す
る
と
い
う
服
属
儀
礼
と
解
釈
す
る
傾
向
が
強
い
。
解
釈
に
際
し
て
日
本
書
紀
一
書
、
つ
ま
り
外
部
の
資
料
を
用
い
た
と
い
う
本
居
宣
長
や
西
郷
信
綱
の
解
釈
が
古
事
記
を
完
結
し
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
見
な
す
視
点
か
ら
批
判
さ
れ
、
古
事
記
の
文
脈
の
流
れ
や
表
現
な
ど
に
着
目
し
テ
キ
ス
ト
の
中
で
解
釈
を
す
る
限
り
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
天
つ
神
に
「
天
の
御
饗
」
を
献
上
す
る
と
い
う
よ
う
に
し
か
読
め
な
い
と
解
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釈
す
る
の
が
近
年
の
研
究
動
向
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
古
事
記
を
内
部
で
完
結
し
た
一
つ
の
作
品
と
し
て
と
ら
え
、
解
釈
を
行
う
と
い
う
神
野
志
隆
光
を
起
点
と
す
る
研
究
の
流
れ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
古
事
記
の
国
譲
り
の
最
後
の
段
は
特
殊
な
文
体
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
の
文
体
に
注
目
せ
ず
、
文
脈
が
す
っ
き
り
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
お
き
、
解
釈
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
古
事
記
の
固
有
な
性
格
を
見
過
ご
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
体
自
体
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
な
ぜ
主
語
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
か
、
そ
の
こ
と
自
体
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
「
天
の
御
饗
」
を
通
し
て
天
つ
神
に
服
属
を
表
し
た
と
解
釈
を
す
る
こ
と
で
は
、
古
事
記
が
日
本
書
紀
本
文
の
神
話
と
変
わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
日
本
書
紀
の
本
文
は
オ
ホ
ア
ナ
ム
チ
は
国
作
り
を
す
る
と
い
う
話
も
な
く
、
オ
ホ
ア
ナ
ム
チ
は
ど
の
よ
う
な
試
練
を
経
て
、
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
、
や
が
て
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
な
り
え
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
触
れ
な
い
。
日
本
書
紀
の
本
文
は
オ
ホ
ア
ナ
ム
チ
を
天
つ
神
に
服
属
す
る
も
の
と
し
か
描
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
単
に
服
属
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
偉
大
さ
を
描
く
必
要
も
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
古
事
記
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
物
語
を
重
視
し
、
王
と
し
て
描
き
、
さ
ら
に
祟
り
を
成
す
神
と
も
設
定
す
る
。
作
品
論
の
視
点
か
ら
、
文
脈
内
部
で
読
み
、
単
に
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
国
を
譲
り
、
服
従
し
た
と
い
う
よ
う
に
解
釈
し
て
し
ま
え
ば
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
物
語
を
重
視
し
て
い
る
古
事
記
自
体
の
固
有
性
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
国
譲
り
の
段
の
文
体
に
注
目
し
、「
天
の
御
饗
」
の
考
察
を
通
し
て
、
古
事
記
に
お
け
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
。
１
、「
天
の
御
饗
」
に
つ
い
て
１
、
１
問
題
の
所
在
国
作
り
を
終
え
た
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
も
と
に
、
葦
原
の
中
つ
国
の
荒
ぶ
る
神
た
ち
を
平
定
す
べ
く
天
つ
神
の
側
か
ら
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
が
派
遣
さ
れ
る
。
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
は
国
を
譲
る
か
と
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
に
聞
い
て
み
る
の
だ
が
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
自
分
の
子
供
で
あ
る
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
と
タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
が
従
う
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
も
そ
れ
に
逆
ら
う
こ
と
な
く
、
葦
原
の
中
つ
国
を
天
つ
神
に
献
る
と
い
う
。
だ
が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
天
つ
神
の
御
子
の
よ
う
な
立
派
な
宮
殿
を
建
て
る
こ
と
要
求
す
る
。
古
事
記
は
以
下
の
よ
う
に
記
す１
）
。
故
、
更
且
環
来
、
問
其
大
国
主
神
、
汝
子
等
、
事
代
主
神
・
建
御
名
方
神
二
神
者
、
随
天
神
御
子
之
命
勿
違
白
訖
。
故
、
汝
心
、
奈
何
。
爾
、
答
白
之
、
僕
子
等
二
神
随
白
、
僕
之
、
不
違
。
此
葦
原
中
国
者
、
随
命
既
献
也
。
唯
僕
住
所
者
、
如
天
神
御
子
之
天
津
日
継
所
知
之
登
阿
流
天
之
御
巣
而
、
於
底
津
石
根
宮
柱
布
斗
斯
理
、
於
高
天
原
氷
木
多
迦
斯
理
、
而
治
賜
者
、
僕
者
、
於
百
不
足
八
十
手
、
隠
而
侍
。
亦
僕
之
子
等
百
八
十
神
者
、
既
八
重
事
代
主
神
、
為
神
之
御
尾
前
而
奉
者
、
違
神
者
非
也
」、
如
此
之
白
而
、
於
出
雲
国
之
多
芸
志
之
小
浜
、
造
天
之
御
舎
而
、
水
戸
神
之
孫
櫛
八
玉
神
為
膳
夫
、
献
天
御
饗
之
時
、
禱
白
而
、
櫛
八
玉
神
、
化
鵜
、
入
海
底
、、
咋
出
底
之
波
、
作
天
八
十
毘
良
迦
而
、
鎌
海
布
之
柄
、
作
燧
臼
、
以
海
蓴
之
柄
作
燧
杵
而
、
賛
出
火
伝
、
是
、
我
所
燧
火
者
、
於
高
天
原
者
、
神
産
巣
日
御
祖
命
之
、
登
陀
流
天
之
四
四
古
事
記
に
お
け
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
マ
ラ
ル
）
新
巣
之
凝
烟
、
之
、
八
拳
垂
麻
焼
挙
、
地
下
者
、
於
底
石
根
焼
凝
而
、
縄
之
千
尋
縄
打
廷
、
為
釣
海
人
之
、
口
大
之
尾
翼
鱸
、
佐
和
佐
和
控
依
騰
而
、
打
竹
之
登
遠
々
登
遠
々
、
献
天
之
真
魚
咋
也
。
故
、
建
御
雷
神
、
返
参
上
が
、
復
奏
言
向
和
平
葦
原
中
国
之
状
。（
古
事
記
上
巻
）
（
か
れ
、
さ
ら
に
ま
た
還
り
来
て
、
そ
の
大
国
主
の
神
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、「
な
が
子
供
、
事
代
主
の
神
・
建
御
名
方
の
神
の
二
は
し
ら
の
神
は
、
天
つ
神
の
御
子
の
命
の
ま
に
ま
に
違
は
じ
と
白
し
つ
。
か
れ
、
な
が
心
い
か
に
」。
し
か
し
て
、
答
へ
白
し
し
く
、
「
あ
が
子
等
二
は
し
ら
の
神
の
白
す
ま
に
ま
に
、
あ
も
違
は
じ
。
こ
の
葦
原
の
中
つ
国
は
、
命
の
ま
に
ま
に
す
で
に
献
ら
む
。
た
だ
あ
が
住
所
の
み
は
、
天
つ
神
の
御
子
の
天
つ
日
継
知
ら
し
ま
す
と
だ
る
天
の
御
巣
の
ご
と
く
し
て
、
底
つ
石
根
に
宮
柱
ふ
と
し
り
、
高
天
の
原
に
氷
木
た
か
し
り
て
、
治
め
た
ま
は
ば
、
あ
は
百
足
ら
ず
八
十
手
に
隠
り
て
侍
ら
む
。
ま
た
、
あ
が
子
等
百
八
十
神
は
、
八
重
事
代
主
の
神
、
神
の
御
尾
前
と
な
り
て
仕
へ
ま
つ
ら
ば
、
違
ふ
神
は
あ
ら
じ
」
と
、
か
く
白
し
て
、
出
雲
の
国
の
多
芸
志
の
小
浜
に
、
天
の
御
舎
を
造
り
て
、
水
戸
の
神
の
孫
、
孫
櫛
八
玉
の
神
、
膳
夫
に
な
り
、
天
の
御
饗
を
献
る
時
に
、
禱
き
白
し
て
、
櫛
八
玉
の
神
、
鵜
に
化
り
、
海
の
底
に
入
り
、
底
の
波
を
咋
ひ
出
で
、
天
の
八
十
び
ら
か
を
作
り
て
、
海
布
の
柄
を
鎌
り
て
、
燧
臼
に
作
り
、
海
蓴
の
柄
も
ち
て
、
燧
杵
に
作
り
て
、
火
を
賛
り
出
で
て
伝
ひ
し
く
、
こ
の
、
あ
が
燧
れ
る
火
は
、
高
天
の
原
に
は
、
神
産
巣
日
の
御
祖
の
命
の
、
と
だ
る
天
の
新
巣
の
凝
烟
の
、
八
拳
垂
る
ま
で
焼
き
挙
げ
、
地
の
下
は
、
底
つ
石
根
に
焼
き
凝
ら
し
て
、
縄
の
千
尋
縄
打
ち
廷
へ
、
釣
せ
し
海
人
の
、
口
大
の
尾
翼
鱸
、
さ
わ
さ
わ
に
控
き
依
せ
騰
げ
て
、
打
ち
竹
の
、
と
を
を
と
を
を
に
、
天
の
真
魚
咋
献
る
。
か
れ
、
建
御
雷
の
神
、
返
り
参
上
り
て
、
葦
原
の
中
つ
国
を
言
向
け
和
平
し
つ
る
状
を
復
奏
し
き
。（
古
事
記
上
巻
））
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
以
下
の
点
で
あ
る
。「
か
く
白
し
て
」
と
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
の
問
い
か
け
に
対
す
る
答
え
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
語
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
い
は
な
い
。
だ
が
、
以
下
は
文
章
を
き
る
こ
と
な
く
「
出
雲
の
国
の
多
芸
志
の
小
浜
に
、
天
の
御
舎
を
造
り
て
」
か
ら
「
火
を
賛
り
出
で
て
伝
ひ
し
く
」
ま
で
の
動
作
が
描
か
れ
、「
こ
の
、
あ
が
燧
れ
る
火
は
」
か
ら
始
ま
る
禱
言
を
「
禱
き
白
」
す
主
語
は
誰
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
文
章
上
か
ら
き
わ
め
て
判
断
し
に
く
い
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
前
の
主
語
に
引
き
続
い
て
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
新
し
く
登
場
す
る
ク
シ
ヤ
タ
マ
で
あ
る
か
。
さ
ら
に
、「
天
の
御
饗
」
を
献
る
主
体
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
天
つ
神
で
あ
る
か
。
こ
の
点
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
解
釈
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
対
す
る
新
潮
日
本
古
典
集
成
の
西
宮
一
民
校
注
の
古
事
記
と
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
山
口
桂
紀
・
神
野
志
隆
光
校
注
の
古
事
記
の
注
釈
を
比
べ
て
み
た
い
。
前
者
の
方
は
「
禱
き
白
し
て
」
に
対
す
る
注
釈
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
祝
福
の
言
葉
を
申
し
上
げ
て
。
主
語
は
櫛
八
玉
神
。
言
葉
の
内
容
は
一
二
行
目
以
下
。
相
手
は
大
国
主
。」
と
あ
り
、「
そ
の
結
果
、
多
芸
志
の
小
浜
に
大
国
四
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主
神
の
宮
殿
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
、
櫛
八
玉
神
が
神
饌
の
寿
詞
を
唱
え
て
、
大
国
主
を
祀
っ
た
」
と
あ
る２
）
。
つ
ま
り
、「
こ
の
、
あ
が
燧
れ
る
火
は
」
か
ら
始
ま
る
寿
詞
を
「
禱
き
白
」
す
主
語
は
ク
シ
ヤ
タ
マ
で
あ
り
、
祭
る
対
象
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
後
者
は
「
禱
き
白
」
す
主
語
に
つ
い
て
「
主
語
は
大
国
主
神
。
次
の
「
櫛
八
玉
神
、
鵜
と
化
り
」
以
下
で
は
、
櫛
八
玉
神
の
動
作
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
後
の
「
火
を
賛
り
出
だ
し
て
云
は
く
」
で
、
こ
の
神
を
通
じ
て
、
大
国
主
神
の
「
禱
き
」
の
言
葉
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。」「
大
国
主
神
は
、
服
属
の
意
を
表
す
る
た
め
に
、
出
雲
の
多
芸
志
の
小
浜
に
宮
殿
を
建
て
、
そ
こ
に
、
建
御
雷
神
た
ち
を
迎
え
て
供
献
の
儀
を
行
う
。
こ
う
し
て
、
大
国
主
神
の
服
属
は
完
全
に
確
認
さ
れ
、
建
御
雷
神
は
高
天
原
に
帰
っ
て
復
命
を
果
た
す
」
と
い
う３
）
。
つ
ま
り
、「
禱
き
白
」
す
主
語
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
、
次
の
動
作
の
主
体
が
ク
シ
ヤ
タ
マ
で
あ
る
。「
禱
き
白
」
す
と
重
な
る
「
伝
ひ
し
く
」
は
ク
シ
ヤ
タ
マ
が
主
語
で
あ
る
が
、「
こ
の
神
を
通
じ
て
」
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
天
つ
神
に
服
属
の
意
を
表
す
た
め
に
「
天
の
御
饗
」
を
献
上
し
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
こ
の
「
天
の
御
饗
」
を
献
る
主
体
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
古
事
記
に
お
け
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
性
格
の
捉
え
方
と
い
う
問
題
に
展
開
し
て
い
く
。
古
事
記
に
お
け
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
天
つ
神
に
服
属
す
る
存
在
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
自
分
の
求
め
た
通
り
の
宮
殿
を
天
つ
神
に
立
て
て
も
ら
い
、
天
つ
神
に
祭
ら
れ
て
い
く
存
在
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
１
、
２
先
行
研
究
で
は
、
な
ぜ
解
釈
が
違
っ
て
い
る
の
か
、
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
か
ら
探
る
こ
と
に
す
る
。
本
居
宣
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る４
）
。
（
如
此
之
白
而
、）
乃
隠
也
。
故
随
白
而
。（
於
、
出
雲
国
之
多
芸
志
之
小
浜
）。
此
七
字
は
、
今
己
が
補
へ
た
る
な
り
。
然
補
ふ
る
所
以
は
、
ま
づ
如
此
白
而
と
伝
ま
で
は
、
大
国
主
神
の
上
よ
り
伝
る
語
、
次
に
於
出
雲
国
之
云
と
よ
り
は
、
転
り
て
、
天
神
御
子
の
詔
命
以
此
神
を
祭
ら
し
め
賜
ふ
方
よ
り
云
る
語
な
り
。
凡
て
然
此
と
彼
と
の
事
の
転
る
際
に
は
、
必
ず
語
の
界
限
あ
る
こ
と
な
る
に
、
此
は
本
の
ま
ま
に
て
は
、
此
の
間
に
其
の
界
限
が
な
き
が
故
に
、
如
此
之
白
而
於
出
雲
云
々
と
、
献
天
之
真
魚
咋
也
と
云
る
ま
で
、
一
続
き
に
な
り
て
、
皆
大
国
主
神
の
為
た
ま
ふ
事
に
な
り
て
、
理
り
か
な
は
ざ
れ
ば
、
如
此
之
白
而
の
下
に
必
ず
此
よ
り
彼
へ
転
る
界
限
な
く
て
は
あ
る
べ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
「
如
此
之
白
而
、」
と
「
於
、
出
雲
国
之
多
芸
志
之
小
浜
」
が
古
事
記
の
原
文
で
あ
る
が
、「
乃
隠
也
。
故
随
白
而
。」
は
宣
長
が
補
っ
た
文
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
か
く
白
し
て
」
と
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
言
う
言
葉
で
あ
り
、「
出
雲
の
国
の
多
芸
志
の
小
浜
に
、
天
の
御
舎
を
造
り
て
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
主
語
が
天
つ
神
の
方
へ
転
換
す
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
古
事
記
の
文
か
ら
わ
か
り
に
く
く
、「
か
く
白
し
て
」
か
ら
「
天
の
真
魚
咋
献
る
」
と
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
文
章
が
一
続
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
か
く
白
し
て
」
の
後
に
文
章
を
き
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
で
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
「
乃
隠
也
。
故
随
白
而
」
と
本
文
を
四
六
古
事
記
に
お
け
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
マ
ラ
ル
）
補
え
ば
、
文
章
が
す
っ
き
り
す
る
と
い
う
わ
け
だ
。
そ
う
す
る
と
、「
出
雲
の
国
の
多
芸
志
の
小
浜
に
、
天
の
御
舎
を
造
り
て
」
か
ら
「
火
を
賛
り
出
で
て
伝
ひ
し
く
」
ま
で
の
動
作
が
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
祭
る
側
が
主
体
と
な
り
、
そ
れ
は
天
つ
神
の
御
子
の
命
令
を
受
け
て
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
祭
る
側
か
ら
い
う
言
葉
で
あ
る
と
解
釈
を
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
宣
長
は
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
し
た
の
か
、
こ
こ
で
「
天
の
御
舎
」
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
宣
長
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る５
）
。
さ
て
今
此
造
り
奉
る
御
舎
は
、
大
国
主
神
の
御
霊
の
鎮
坐
む
御
社
に
て
、
即
杵
築
大
社
な
り
。
国
造
神
賀
詞
に
、
乃
大
穴
持
神
乃
申
給
う
久
、
云
々
申
天
、
己
命
和
魂
乎
云
々
、
皇
御
孫
命
能
近
守
神
登
貢
置
天
、
八
百
丹
杵
築
宮
爾
静
坐
支
と
あ
り
。
抑
此
御
社
の
事
は
、
書
記
に
も
高
木
神
の
勅
に
、
又
汝
應
住
天
日
隅
宮
者
、
今
当
供
造
、
即
以
千
尋
縄
、
結
為
百
八
十
紐
、
其
造
宮
之
制
者
、
柱
則
高
太
、
板
則
廣
厚
と
見
え
、
出
雲
風
土
記
に
も
、
神
魂
命
詔
、
五
十
足
天
日
栖
宮
之
縦
横
御
量
、
千
尋
縄
持
而
、
百
結
々
、
八
十
結
々
下
而
、
此
天
御
量
持
而
、
所
造
天
下
大
神
之
宮
造
奉
詔
而
、
と
あ
り
て
、
其
横
へ
殊
に
廣
く
大
き
に
て
、
他
社
に
勝
れ
り
。
つ
ま
り
、
宣
長
は
国
造
神
賀
詞
と
出
雲
風
土
記
、
さ
ら
に
タ
カ
ギ
の
神
の
命
令
で
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
隠
れ
る
宮
が
造
ら
れ
る
背
景
が
描
か
れ
て
い
る
日
本
書
紀
一
書
を
参
照
し
、
こ
こ
で
造
ら
れ
る
「
天
の
御
舎
」
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
神
の
御
霊
が
鎮
ま
る
杵
築
大
社
で
あ
る
と
解
釈
す
る６
）
。
そ
う
す
る
と
、「
天
の
御
舎
」
を
造
る
の
は
天
つ
神
で
あ
り
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
に
「
天
の
御
響
」
を
献
る
の
も
ク
シ
ャ
ヤ
タ
マ
を
「
し
て
」
ア
マ
テ
ラ
ス
と
タ
カ
ギ
の
神
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
宣
長
の
読
み
を
継
承
し
て
い
る
注
釈
は
注
倉
野
憲
司
校
注
の
『
古
事
記
祝
詞
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
１
）
で
あ
り
、「
櫛
八
玉
神
為
膳
夫
」
の
「
為
」
の
字
を
「
な
り
て
」
と
読
ま
せ
て
い
る
。
ク
シ
ヤ
タ
マ
が
自
ら
の
意
思
で
「
天
の
御
饗
」
を
献
る
と
い
う
の
だ
が
、
献
る
主
体
が
ク
シ
ヤ
タ
マ
で
あ
っ
て
、
献
ら
れ
る
対
象
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
だ
と
い
う
こ
と
は
宣
長
と
か
わ
ら
な
い７
）
。
さ
ら
に
西
郷
信
綱
の
『
古
事
記
注
釈
』
も
宣
長
の
解
釈
を
継
承
し
て
い
る
。
「
天
の
御
舎
」
は
杵
築
大
社
で
あ
る
と
い
う
宣
長
の
指
摘
を
肯
定
し
、「
こ
こ
の
「
天
の
御
饗
」
は
杵
築
の
宮
に
鎮
っ
た
大
国
主
神
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る８
）
。
こ
の
宣
長
の
説
に
対
し
て
、
反
論
を
出
し
た
の
が
益
田
勝
実
で
あ
る
。
益
田
勝
実
に
よ
る
と
、
宣
長
の
補
っ
た
七
字
を
抜
い
て
考
え
る
と
「
禱
き
白
」
す
主
語
は
、
そ
の
前
の
「
か
く
白
し
て
」
と
と
も
に
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う９
）
。
さ
ら
に
「
か
く
白
し
て
」
か
ら
「
天
の
真
魚
咋
献
る
」
と
あ
る
ま
で
、
す
べ
て
の
主
語
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
簡
単
に
「
て
」
で
、
直
接
話
法
か
ら
間
接
話
法
に
滑
り
こ
ま
せ
、
話
し
手
の
言
葉
に
帰
す
る
の
は
古
い
寿
詞
の
語
法
の
普
通
の
姿
で
、
古
事
記
の
こ
の
部
分
で
は
「
か
く
白
し
て
」
以
下
の
主
語
を
ク
シ
ヤ
タ
マ
と
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
（
古
語
）
の
語
法
に
合
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
言
葉
の
な
か
で
ク
シ
ヤ
タ
マ
が
活
躍
し
、
料
理
の
た
め
の
火
の
寿
詞
を
述
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
全
体
の
意
味
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
服
従
の
意
を
示
し
、
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
を
饗
応
す
る
時
の
禱
言
葉
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
益
田
勝
実
の
論
を
踏
ま
え
て
、
岡
田
精
司
は
「
天
の
御
饗
」
を
献
上
四
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
三
十
八
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
す
る
こ
と
は
古
代
に
お
け
る
食
物
供
献
は
服
属
儀
礼
の
一
つ
で
あ
る
と
述
べ
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
ア
マ
テ
ラ
ス
の
使
者
に
供
物
を
献
上
し
て
、
服
従
を
表
し
た
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る10
）
。
日
本
思
想
大
系
の
青
木
和
夫
校
注
の
『
古
事
記
』
は
こ
れ
ら
の
論
を
踏
ま
え
て
注
釈
を
施
し
て
い
る11
）
。
さ
ら
に
、
矢
嶋
泉
は
「
天
の
御
舎
」
に
注
目
し
、
宣
長
が
注
釈
に
お
い
て
外
側
の
資
料
を
参
照
し
た
と
批
判
す
る
。
こ
こ
の
文
脈
か
ら
す
る
と
「
天
の
御
舎
」＝
杵
築
大
社
だ
と
考
え
る
の
は
不
適
切
だ
と
い
う12
）
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
禱
き
白
」
す
主
語
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
、
そ
れ
に
続
く
「
天
の
御
舎
を
造
り
て
」
の
主
語
も
素
直
に
読
め
ば
同
様
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
あ
る
と
い
う
。
新
た
な
主
語
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
、「
天
の
御
舎
を
造
り
て
」
の
主
語
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
を
杵
築
大
社
と
考
え
な
い
か
ぎ
り
、
つ
ま
り
、
日
本
書
紀
や
出
雲
風
土
記
を
媒
介
し
な
い
か
ぎ
り
、
何
の
不
自
然
さ
も
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。「
天
の
御
舎
」
は
多
芸
志
の
小
浜
で
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
古
事
記
の
中
に
多
芸
志
と
杵
築
大
社
を
関
連
さ
せ
る
も
の
は
何
一
つ
も
な
い
と
い
う
。
矢
嶋
泉
は
益
田
勝
実
と
岡
田
精
司
の
論
を
受
け
、「
天
の
御
饗
」
を
献
上
す
る
こ
と
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
服
従
を
表
す
行
為
で
あ
る
と
い
う
。
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
ク
シ
ヤ
タ
マ
を
し
て
、「
天
の
御
饗
」
を
献
る
宮
殿
は
「
天
の
御
舎
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
論
を
受
け
て
戸
谷
高
明
は
「
天
の
御
舎
」
に
注
目
し
、
古
事
記
に
お
い
て
そ
の
用
法
を
調
べ
る
と
そ
れ
は
天
つ
神
・
天
皇
の
住
所
を
指
す
語
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
天
の
御
舎
」
を
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
「
住
所
」
と
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
と
い
う13
）
。
さ
ら
に
、「
天
の
御
舎
」
は
祭
祀
性
の
濃
い
用
語
で
あ
り
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
服
属
儀
礼
と
し
て
の
「
天
の
御
饗
」
を
献
り
、
天
つ
神
に
服
従
を
誓
う
場
と
し
て
設
営
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
研
究
史
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
国
譲
り
神
話
の
「
天
の
御
饗
」
の
部
分
を
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
服
属
儀
礼
と
見
る
解
釈
は
主
流
を
成
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
背
景
に
古
事
記
を
内
部
で
完
結
し
た
一
つ
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
文
脈
の
流
れ
や
表
現
な
ど
に
着
目
し
解
釈
を
行
う
と
い
う
神
野
志
隆
光
を
起
点
と
す
る
研
究
の
流
れ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
矢
嶋
泉
は
宣
長
が
古
事
記
の
外
部
に
あ
る
日
本
書
紀
の
記
事
を
参
照
し
、
そ
れ
を
解
釈
の
材
料
と
し
た
こ
と
を
批
判
し
、
文
脈
か
ら
考
え
る
と
一
番
妥
当
な
解
釈
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
解
釈
の
仕
方
を
し
て
い
る
。
そ
れ
で
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
「
天
の
御
饗
」
を
服
従
し
た
こ
と
を
示
す
た
め
に
天
つ
神
の
側
に
献
上
し
た
と
解
釈
を
す
る
。
ま
た
、
戸
谷
高
明
は
「
天
の
御
舎
」
の
用
法
に
基
づ
き
、
古
事
記
内
部
で
解
釈
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
神
野
志
隆
光
校
注
『
古
事
記
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）
と
三
浦
祐
之
『
口
語
訳
古
事
記
』
の
こ
の
部
分
に
関
す
る
解
釈
は
同
じ
方
向
に
あ
る
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う14
）
。
だ
が
、
文
脈
だ
け
と
い
う
視
点
で
読
ん
で
し
ま
う
と
、
古
事
記
の
固
有
性
と
い
う
も
の
が
見
え
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
出
雲
神
話
を
強
調
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
偉
大
な
神
で
あ
る
と
描
い
て
い
る
特
徴
で
あ
る
。
宣
長
の
論
を
継
承
し
て
い
る
西
郷
信
綱
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
「
天
の
御
饗
」
の
対
象
で
あ
る
と
述
べ
る
こ
と
は
、
古
事
記
に
お
け
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
名
通
り
の
大
な
る
国
の
王
と
し
て
と
ら
え
、
ま
た
、
そ
の
「
天
の
御
舎
」
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
鎮
ま
る
杵
築
大
社
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
で
出
雲
大
社
の
起
源
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
「
国
譲
り
と
は
、
政
治
と
宗
教
を
分
離
し
、
政
治
四
八
古
事
記
に
お
け
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
マ
ラ
ル
）
の
こ
と
は
皇
孫
に
ゆ
だ
ね
、
み
ず
か
ら
は
退
い
て
神
事
に
あ
ず
か
る
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
国
土
を
ま
る
ご
と
差
し
出
す
と
い
う
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る15
）
。
さ
ら
に
、
斎
藤
英
喜
は
天
つ
神
の
御
子＝
天
皇
が
、
そ
の
地
上
支
配
の
正
当
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
祭
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る16
）
。
古
事
記
中
巻
の
垂
仁
天
皇
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
垂
仁
天
皇
が
出
雲
大
社
の
祭
祀
を
怠
っ
て
い
た
た
め
、「
出
雲
の
大
神
」＝
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
祟
り
に
よ
っ
て
、
天
皇
の
子
供
が
発
話
不
能
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
天
皇
が
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
祭
ら
な
け
れ
ば
、
支
配
の
正
統
性
が
維
持
で
き
な
く
な
る
と
斎
藤
英
喜
は
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
祟
り
を
起
こ
す
ほ
ど
恐
ろ
し
い
神
で
あ
り
、
祭
ら
な
け
れ
ば
困
る
と
い
う
存
在
で
あ
る
。
国
譲
り
神
話
の
末
尾
に
お
い
て
、
「
天
の
御
饗
」
を
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
献
る
か
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
献
ら
れ
る
か
が
古
事
記
に
お
け
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
性
格
や
国
譲
り
神
話
の
位
置
づ
け
の
問
題
に
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
１
、
３
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の
視
点
か
ら
（
ア
）
文
体
さ
て
、
こ
こ
で
具
体
的
に
国
譲
り
段
の
末
尾
の
部
分
を
考
え
て
み
た
い
。
便
宜
の
た
め
も
う
一
度
原
文
を
引
く
。
如
此
之
白
而
、
於
出
雲
国
之
多
芸
志
之
小
浜
、
造
天
之
御
舎
而
、
水
戸
神
之
孫
櫛
八
玉
神
為
膳
夫
、
献
天
御
饗
之
時
、
禱
白
而
、
櫛
八
玉
神
、
化
鵜
、
入
海
底
、
咋
出
底
之
波
、
作
天
八
十
毘
良
迦
而
、
鎌
海
布
之
柄
、
作
燧
臼
、
以
海
蓴
之
柄
作
燧
杵
而
、
賛
出
火
伝
、
是
、
我
所
燧
火
者
、
於
高
天
原
者
、
神
産
巣
日
御
祖
命
之
、
登
陀
流
天
之
新
巣
之
凝
烟
、
之
、
八
拳
垂
麻
焼
挙
、
地
下
者
、
於
底
石
根
焼
凝
而
、
縄
之
千
尋
縄
打
廷
、
為
釣
海
人
之
、
口
大
之
尾
翼
鱸
、
佐
和
佐
和
控
依
騰
而
、
打
竹
之
登
遠
々
登
遠
々
、
献
天
之
真
魚
咋
也
。（
古
事
記
上
巻
）
（
と
、
か
く
白
し
て
、
出
雲
の
国
の
多
芸
志
の
小
浜
に
、
天
の
御
舎
を
造
り
て
、
水
戸
の
神
の
孫
、
孫
櫛
八
玉
の
神
、
膳
夫
に
な
り
、
天
の
御
饗
を
献
る
時
に
、
禱
き
白
し
て
、
櫛
八
玉
の
神
、
鵜
に
化
り
、
海
の
底
に
入
り
、
底
の
波
を
咋
ひ
出
で
、
天
の
八
十
び
ら
か
を
作
り
て
、
海
布
の
柄
を
鎌
り
て
、
燧
臼
に
作
り
、
海
蓴
の
柄
も
ち
て
、
燧
杵
に
作
り
て
、
火
を
賛
り
出
で
て
伝
ひ
し
く
、
こ
の
、
あ
が
燧
れ
る
火
は
、
高
天
原
に
は
、
神
産
巣
日
の
御
祖
の
命
の
、
と
だ
る
天
の
新
巣
の
凝
烟
の
、
八
拳
垂
る
ま
で
焼
き
挙
げ
、
地
の
下
は
、
底
つ
石
根
に
焼
き
凝
ら
し
て
、
縄
の
千
尋
縄
打
ち
廷
へ
、
釣
せ
し
海
人
の
、
口
大
の
尾
翼
鱸
、
さ
わ
さ
わ
に
控
き
依
せ
騰
げ
て
、
打
ち
竹
の
、
と
を
を
と
を
を
に
、
天
の
真
魚
咋
献
る
。
か
れ
、
建
御
雷
の
神
、
返
り
参
上
り
て
、
葦
原
の
中
つ
国
を
言
向
け
和
平
し
つ
る
状
を
復
奏
し
き
。（
古
事
記
上
巻
））
「
か
く
白
し
て
」
か
ら
「
禱
言
」
が
終
わ
る
ま
で
の
文
体
を
見
る
と
、
ま
ず
目
を
引
く
の
は
「
〜
し
て
」（
原
文
「
而
」）
と
い
う
助
詞
が
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
四
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
三
十
八
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
文
体
は
天
の
岩
戸
段
に
お
い
て
ア
マ
テ
ラ
ス
を
岩
戸
か
ら
出
す
た
め
に
神
々
が
祭
祀
を
行
っ
た
場
面
に
見
ら
れ
る
。
是
以
、
八
百
万
神
、
於
天
安
之
河
原
神
集
々
而
、
訓
集
伝
都
度
比
。
高
御
産
巣
日
神
之
子
、
思
金
神
令
思
訓
金
伝
加
尼
。
而
、
集
常
世
長
鳴
鳥
、
令
鳴
而
、
取
天
安
河
之
河
上
之
天
堅
石
、
取
天
金
山
之
鉄
而
、
求
鍛
人
天
津
麻
羅
而
、
麻
羅
二
字
以
音
。
科
伊
斯
許
理
度
売
命
、
自
伊
下
六
字
以
音
。
令
作
鏡
、
科
玉
祖
命
、
令
作
八
尺
勾
之
五
百
津
之
御
須
麻
流
之
珠
而
、
召
天
児
屋
命
・
布
刀
玉
命
布
刀
二
字
以
音
不
効
此
。
而
、
内
抜
天
香
山
之
真
男
鹿
之
肩
抜
而
、
取
天
香
山
之
天
之
波
々
迦
此
三
字
以
音
木
名
。
而
、
令
占
合
麻
迦
那
波
而
、
自
麻
下
四
字
以
音
。
天
香
山
之
五
百
津
真
賢
木
矣
、
根
許
土
爾
許
土
而
、
自
許
下
五
字
以
音
。
於
上
枝
取
著
尺
勾
之
五
百
津
之
御
須
麻
流
之
玉
、
於
中
枝
取
繫
八
尺
鏡
、
訓
八
尺
伝
八
阿
多
。
於
下
枝
取
垂
白
丹
寸
手
・
青
丹
寸
手
而
、
訓
垂
伝
志
殿
。
此
種
々
物
者
、
布
刀
玉
命
、
布
刀
御
幣
登
取
持
而
、
天
児
屋
命
、
布
刀
詔
戸
言
禱
白
而
、
天
手
力
男
神
、
隠
立
戸
掖
而
、
天
宇
受
売
命
、
手
次
繫
天
香
山
之
天
之
日
影
而
、
為
天
之
真
板
而
、
手
草
結
天
香
山
之
小
竹
葉
而
、
於
天
之
石
屋
戸
伏
気
此
二
字
以
音
。
而
蹈
登
呂
許
志
、
此
五
字
以
音
。
為
神
懸
而
、
掛
出
胸
乳
、
裳
緒
忍
垂
於
番
登
也
。（
古
事
記
上
巻
）
西
郷
信
綱
は
「「
…
し
て
」（
原
文
「
而
」）
と
い
う
助
詞
が
実
に
重
畳
十
九
回
に
も
及
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
る
点
」
は
古
事
記
の
特
徴
で
あ
る
と
い
う17
）
。「
そ
れ
は
恍
惚
境
に
お
け
る
シ
ャ
ー
マ
ン
の
息
使
い
や
拍
動
の
ご
と
き
も
の
の
感
じ
取
れ
る
特
異
な
文
体
」
で
あ
り
、「
古
事
記
の
神
代
の
物
語
の
骨
格
は
こ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
チ
ッ
ク
な
視
点
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
国
譲
り
段
の
末
尾
に
お
け
る
禱
詞
に
カ
ム
ム
ス
ヒ
が
登
場
す
る
原
因
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る18
）
。「
呪
言
に
は
飛
躍
と
転
調
が
つ
き
も
の
で
あ
る
。
魔
術
的
な
韻
律
も
要
求
さ
れ
る
。
そ
う
思
っ
て
こ
れ
を
読
む
な
ら
ば
、
「
神
産
巣
日
御
親
命
の
」
は
一
種
の
序
詞
の
よ
う
な
も
の
で
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
ス
が
次
の
「
と
だ
る
天
の
新
ス
の
ス
ス
」
を
引
き
出
す
役
を
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
の
部
分
を
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
構
成
や
性
格
を
持
っ
て
い
る
表
現
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
視
点
を
ふ
ま
え
て
、
国
譲
り
神
話
の
末
尾
の
部
分
を
考
え
て
み
た
い
。
で
は
、
気
に
な
る
点
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
「
か
く
白
し
て
」
か
ら
「
天
の
真
魚
咋
献
る
」
ま
で
文
章
が
一
続
き
で
あ
り
、
き
る
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
。
さ
ら
に
、「
禱
き
白
し
て
」
と
「
伝
ひ
し
く
」
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
。
よ
り
具
体
的
に
い
う
と
、「
禱
き
白
し
て
」
と
は
祝
福
の
言
葉
を
申
し
上
げ
る
意
味
で
あ
り
、
「
伝
ひ
し
く
」
も
同
じ
く
言
葉
を
発
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
同
じ
意
味
を
伝
え
る
動
詞
が
こ
の
一
つ
の
文
章
の
中
に
重
複
し
て
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
禱
き
白
し
て
」
と
あ
る
と
こ
ろ
の
す
ぐ
後
に
何
を
「
禱
き
白
し
」
た
の
か
、
そ
の
言
葉
の
内
容
が
述
べ
ら
れ
る
方
が
よ
り
自
然
で
あ
る
の
に
、
こ
こ
は
ク
シ
ヤ
タ
マ
の
行
動
が
描
か
れ
、
そ
の
後
に
や
っ
と
「
火
を
賛
り
出
で
て
伝
ひ
し
く
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
ほ
と
ん
ど
文
章
の
リ
ズ
ム
が
変
わ
る
こ
と
な
く
「
禱
言
」
が
実
現
さ
れ
る
。
矢
島
泉
は
「
天
の
御
饗
を
献
る
時
に
」
の
「
時
」
を
挟
ん
で
、
主
語
が
オ
ホ
ク
五
〇
古
事
記
に
お
け
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
マ
ラ
ル
）
ニ
ヌ
シ
か
ら
ク
シ
ヤ
タ
マ
に
転
換
す
る
と
い
う19
）
。
つ
ま
り
、「
天
の
御
舎
」
を
作
り
、
ク
シ
ヤ
タ
マ
を
「
膳
夫
」
と
し
て
、
と
あ
る
と
こ
ろ
の
主
語
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
あ
り
、「
禱
き
白
し
て
」
か
ら
「
云
ひ
し
く
」
ま
で
の
主
語
は
ク
シ
ヤ
タ
マ
で
あ
る
と
い
う
。
だ
が
、
も
し
「
禱
き
白
し
て
」
の
時
点
で
も
う
す
で
に
主
語
が
ク
シ
ヤ
タ
マ
に
転
換
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、「
禱
き
白
し
て
」
の
前
に
「
櫛
八
玉
の
神
」
と
そ
の
主
語
を
提
示
す
る
ほ
う
が
よ
り
自
然
で
あ
る
の
に
、
こ
こ
は
「
禱
き
白
し
て
、
櫛
八
玉
の
神
、
鵜
に
化
り
、」
と
い
う
よ
う
に
古
事
記
は
表
現
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
文
章
の
不
自
然
さ
が
ど
う
し
て
も
解
消
さ
れ
ず
、
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
神
野
志
隆
光
校
注
の
『
古
事
記
』
の
こ
の
点
に
関
す
る
注
釈
を
見
て
も
、
「
禱
き
白
」
す
の
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
あ
る
が
、「
伝
ひ
し
く
」
の
時
は
主
語
が
ク
シ
ヤ
タ
マ
に
転
換
す
る
と
い
う20
）
。
だ
が
、
主
語
が
転
換
す
る
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
の
部
分
を
現
代
の
「
文
法
」
と
い
う
見
方
を
離
れ
、
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
現
代
の
感
覚
で
見
る
と
不
可
解
な
と
こ
ろ
を
位
置
づ
け
直
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
重
要
な
視
点
と
し
て
発
生
論
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
藤
井
貞
和
は
『
古
日
本
文
学
発
生
論
』
の
な
か
で
、
沖
縄
の
ユ
タ
が
歌
う
呪
謡
の
具
体
的
な
例
を
あ
げ
て
、
そ
の
中
に
は
三
人
称
か
ら
一
人
称
に
転
換
す
る
例
が
多
く
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る21
）
。「
祓
い
声
」
と
い
う
「
神
歌
」
を
あ
げ
、
そ
の
主
要
な
部
分
は
一
人
称
的
な
語
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
「
祓
い
声
」
や
ふ
ぁ
だ
り
る
む
む
か
ん
穏
や
か
な
百
神
は
ら
い
は
ら
い
以
下
略
囃
子
。
祓
い
祓
い
、
の
意
な
ゴ
だ
り
る
ゆ
な
オ
さ
穏
や
か
な
世
直
さ
大
皿
の
名
て
ぃ
ん
だ
オ
ノ
み
オ
ぷ
き
天
道
の
お
陰
で
や
ぐ
み
ゅ
ー
い
ノ
み
オ
ぷ
き
恐
れ
多
い
神
の
お
陰
で
あ
さ
て
ぃ
だ
ノ
み
オ
ぷ
き
父
太
陽
の
お
陰
で
う
や
て
ぃ
だ
ノ
み
オ
ぷ
き
親
太
陽
の
お
陰
で
ゆ
ー
チ
キ
み
う
ふ
ぎ
夜
の
月
の
お
陰
で
ゆ
ー
て
ぃ
だ
ノ
み
う
ふ
ぎ
夜
の
太
陽
月
の
お
陰
で
に
だ
り
ノ
シ
わ
ん
な
根
立
て
主
の
わ
た
し
は
や
ぐ
み
か
ん
わ
ん
な
恐
れ
多
い
神
の
わ
た
し
は
ゆ
ー
む
と
ぅ
ぬ
か
ん
み
ょ
ー
四
元
の
神
は
ゆ
ー
に
ぶ
ぬ
か
ん
み
ょ
ー
四
威
部
の
神
は
か
ん
ま
や
ふ
ぁ
た
り
る
神
は
穏
や
か
に
ぬ
っ
さ
ぷ
ゆ
た
り
る
主
は
穏
や
か
に
ん
ま
ぬ
か
ん
わ
ん
な
母
の
神
で
あ
る
わ
た
し
は
や
ぐ
み
う
ふ
か
ん
ま
恐
れ
多
い
大
神
は
い
チ
ゆ
あ
ら
け
ん
な
一
番
新
し
く
は
い
チ
ゆ
ぱ
ず
み
ん
な
一
番
初
め
に
は
た
ば
り
ジ
ー
ん
う
り
て
ぃ
タ
バ
リ
地
地
名
に
降
り
て
か
ん
ぬ
ジ
ー
ん
う
り
て
ぃ
神
の
地
に
降
り
て
か
な
ぎ
が
ー
ぬ
み
じ
ゅ
オ
カ
ナ
ギ
井
戸
の
水
を
か
ん
ぬ
か
ー
ぬ
み
じ
ゅ
ゆ
神
の
御
井
の
水
を
（『
南
島
歌
謡
大
成
宮
古
編
』
外
間
守
善
、
玉
城
政
美
編
角
川
書
店
一
九
七
八
）
五
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
三
十
八
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
藤
井
貞
和
は
こ
の
「
祓
い
声
」
で
は
巫
者
の
祈
願
の
な
か
に
神
が
あ
ら
わ
れ
、
の
り
う
つ
っ
て
く
る
、
と
い
う
形
式
が
の
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
人
称
の
未
分
化
状
態
（
祖
霊
と
神
女
の
一
体
化
）
に
注
意
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
沖
縄
の
例
に
み
ら
れ
る
「
人
称
の
未
分
化
状
態
」
と
い
う
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
表
現
を
踏
ま
え
て
、
古
事
記
の
国
譲
り
神
話
の
末
尾
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
人
称
が
分
化
し
て
い
な
い
状
態
、
つ
ま
り
主
語
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
状
態
と
は
神
に
つ
い
て
語
る
者
と
、
語
っ
て
い
る
中
で
神
が
乗
り
移
っ
て
き
て
、
そ
れ
と
一
体
化
し
て
い
る
た
め
主
語
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
天
の
御
饗
」
を
献
る
段
に
お
い
て
主
語
が
き
わ
め
て
判
断
し
に
く
い
の
は
、
神
と
そ
れ
を
祭
っ
て
い
る
者
が
一
体
化
し
て
い
る
形
が
表
現
の
中
に
表
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
章
上
か
ら
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
主
語
な
の
か
、
ク
シ
ヤ
タ
マ
が
主
語
な
の
か
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
こ
と
は
ク
シ
ヤ
タ
マ
が
祭
っ
て
い
る
神
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
一
体
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
え
る
。「
天
の
御
舎
」
を
造
る
の
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
祭
る
ク
シ
ヤ
タ
マ
で
あ
り
、
だ
が
、
主
語
が
あ
た
か
も
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
あ
る
と
読
め
て
し
ま
う
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。「
か
く
白
し
て
」、「
天
の
御
舎
を
造
り
て
」、「
天
の
御
饗
を
献
る
時
に
、
禱
き
白
し
て
」
な
ど
と
述
べ
ら
れ
て
い
く
中
で
人
称
が
分
化
し
て
い
な
い
状
態
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
そ
れ
を
祀
っ
て
い
る
ク
シ
ヤ
タ
マ
が
一
体
化
し
て
い
る
状
態
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
じ
く
言
葉
を
発
す
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
「
禱
き
白
し
て
」
と
「
伝
ひ
し
く
」
が
重
な
っ
て
お
り
、
文
法
的
に
ど
う
し
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
成
り
立
っ
て
い
な
い
こ
の
古
事
記
の
表
現
は
ま
さ
に
「
シ
ャ
ー
マ
ン
の
息
使
い
や
拍
動
の
ご
と
き
も
の
の
感
じ
取
れ
る
」
文
体
で
あ
る
の
だ
。
（
イ
）
ク
シ
ヤ
タ
マ
で
は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
祭
っ
て
い
く
ク
シ
ヤ
タ
マ
の
神
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
、
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
神
は
古
事
記
に
お
い
て
「
天
の
御
饗
」
を
献
上
す
る
場
面
に
し
か
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
新
潮
日
本
古
典
集
成
の
西
宮
一
民
校
注
の
『
古
事
記
』
で
は
そ
の
神
名
に
つ
い
て
以
下
の
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
「
名
義
は
「
霊
妙
な
多
く
の
霊
魂
」。「
櫛
」
は
「
奇
し
」。「
八
」
は
多
数
の
意
で
、
日
本
の
聖
数
。「
玉
」
は
霊
魂
。
行
為
を
霊
魂
の
発
動
と
見
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
神
は
一
身
に
多
く
の
霊
魂
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
を
な
す
神
だ
と
考
え
ら
れ
る
」。
つ
ま
り
、
ク
シ
ヤ
タ
マ
は
霊
妙
な
力
を
持
つ
神
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
祭
る
場
面
に
お
い
て
登
場
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
霊
妙
な
力
を
発
揮
す
る
た
め
で
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
ク
シ
ヤ
タ
マ
に
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
存
在
と
し
て
の
姿
が
見
え
て
く
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
行
動
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
こ
の
神
の
担
う
役
割
「
膳
夫
」
に
つ
い
て
西
郷
信
綱
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る22
）
。「
記
紀
時
代
、
カ
シ
ハ
を
飲
食
器
に
用
い
る
風
が
一
般
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
祭
式
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
シ
ハ
デ
の
テ
は
そ
の
事
に
当
る
者
の
意
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
霊
妙
な
力
の
持
ち
主
で
あ
る
ク
シ
ヤ
タ
マ
が
祭
式
を
行
う
者
と
し
て
古
事
記
の
国
譲
り
の
段
に
登
場
す
る
わ
け
だ
。
さ
ら
に
、
そ
の
「
天
の
御
饗
」
を
奉
る
と
き
の
様
子
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
ク
シ
ヤ
タ
マ
は
鵜
に
変
身
し
、
海
に
潜
り
、
海
の
底
か
ら
赤
土
を
持
っ
て
き
て
、
そ
れ
で
祭
式
の
土
器
を
作
り
、
さ
ら
に
火
を
「
賛
り
出
」
し
、
呪
詞
を
述
べ
る
。
そ
れ
は
全
部
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
五
二
古
事
記
に
お
け
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
マ
ラ
ル
）
祀
る
た
め
の
祭
祀
を
準
備
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
に
「
天
の
真
魚
咋
」
を
献
上
す
る
と
い
う
そ
の
過
程
、
何
を
ど
の
よ
う
に
献
上
す
る
の
か
を
自
ら
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
「
伝
ひ
し
く
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
寿
詩
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
、
あ
が
燧
れ
る
火
は
、
高
天
の
原
に
は
、
神
産
巣
日
の
御
祖
の
命
の
、
と
だ
る
天
の
新
巣
の
凝
烟
の
、
八
拳
垂
る
ま
で
焼
き
挙
げ
、
地
の
下
は
、
底
つ
石
根
に
焼
き
凝
ら
し
て
、
縄
の
千
尋
縄
打
ち
廷
へ
、
釣
せ
し
海
人
の
、
口
大
の
尾
翼
鱸
、
さ
わ
さ
わ
に
控
き
依
せ
騰
げ
て
、
打
ち
竹
の
、
と
を
を
と
を
を
に
、
天
の
真
魚
咋
献
る
。
こ
こ
で
ク
シ
ヤ
タ
マ
が
自
分
が
「
賛
り
出
」
す
火
が
高
天
の
原
の
カ
ム
ム
ス
ヒ
の
住
居
の
煤
が
長
く
垂
れ
る
ほ
ど
高
く
燃
え
上
が
り
、
地
底
の
岩
石
に
至
る
ま
で
強
く
燃
え
る
よ
う
に
と
自
分
が
「
賛
り
出
」
す
火
に
向
か
っ
て
呪
言
を
唱
え
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
火
は
高
天
の
原
ま
で
届
き
、
地
底
ま
で
焼
き
固
め
る
と
い
う
偉
大
な
火
で
あ
る
。
さ
ら
に
鱸
を
音
を
立
て
な
が
ら
引
き
よ
せ
て
き
て
、
そ
れ
を
献
る
と
い
う
こ
と
を
自
ら
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
分
が
祭
っ
て
い
る
神
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
祭
り
あ
げ
て
い
く
過
程
を
「
禱
言
」
の
中
で
自
ら
語
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
表
現
も
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
ク
シ
ヤ
タ
マ
と
い
う
シ
ャ
ー
マ
ン
に
通
じ
る
存
在
が
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
祭
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
国
譲
り
の
末
尾
の
部
分
に
お
い
て
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
天
つ
神
に
対
す
る
服
従
を
示
す
行
動
と
し
て
「
天
の
御
響
」
を
献
上
し
た
の
で
は
な
く
、
ク
シ
ヤ
タ
マ
に
自
分
を
祭
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
祭
ら
れ
る
こ
と
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
存
在
を
大
き
く
変
え
て
い
く
。
つ
ま
り
、
葦
原
の
中
つ
国
を
作
り
、
そ
の
支
配
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
祭
ら
れ
る
存
在
、「
大
神
」
に
変
身
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
２
、「
出
雲
大
神
」
と
し
て
の
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
、
垂
仁
記
の
記
事
に
お
い
て
「
出
雲
大
神
」
と
い
う
名
で
登
場
す
る
。
垂
仁
の
子
、
ホ
ム
チ
ワ
ケ
は
物
を
言
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
崇
り
に
よ
る
も
の
だ
と
天
皇
の
夢
に
お
け
る
告
げ
で
わ
か
る
。
さ
ら
に
占
い
に
よ
っ
て
、
そ
の
祟
り
と
は
「
出
雲
大
神
」
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
発
覚
す
る
。
こ
こ
に
、
天
皇
患
へ
た
ま
ひ
て
、
御
寝
ま
せ
る
時
に
、
御
夢
に
覚
し
て
曰
ら
し
し
く
、
「
わ
が
宮
を
天
皇
の
御
舎
の
ご
と
修
理
た
ま
は
ば
、
御
子
必
ず
真
言
と
は
む
」
と
、
か
く
覚
し
た
ま
ふ
時
に
、
ふ
と
ま
に
に
占
相
ひ
て
、
い
づ
れ
の
神
の
心
ぞ
と
求
め
し
に
、
そ
の
祟
り
は
出
雲
の
大
神
の
御
心
に
あ
り
き
。
か
れ
、
そ
の
御
子
を
し
て
そ
の
大
神
の
宮
を
拝
ま
し
め
に
遣
は
さ
む
と
せ
し
時
に
、
誰
人
を
副
へ
し
め
ば
吉
け
む
と
う
ら
な
ひ
き
。（
古
事
記
中
巻
）
「
出
雲
大
神
」
は
神
殿
の
修
繕
を
求
め
て
い
る
が
、
そ
れ
を
「
拝
」
む
た
め
に
天
皇
の
御
子
、
ホ
ム
チ
ワ
ケ
が
出
雲
に
派
遣
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
お
い
て
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
祭
ら
れ
る
べ
き
存
在
、「
出
雲
大
神
」
と
し
て
登
場
す
る
わ
け
五
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
三
十
八
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
だ
。
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
こ
こ
に
お
い
て
「
大
神
」
と
呼
ば
れ
る
神
に
な
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
古
事
記
に
お
い
て
「
大
神
」
と
呼
ば
れ
る
存
在
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
２
、
１
イ
ザ
ナ
ミ
①
伊
邪
那
美
神
（
二
七
・
５
）﹇
神
世
七
代
﹈
②
伊
邪
那
美
神
（
二
七
・
６
）﹇
神
世
七
代
﹈
③
伊
邪
那
美
命
（
二
七
・
９
）﹇
オ
ノ
ゴ
ロ
ジ
マ
で
の
聖
婚
﹈
④
伊
邪
那
美
命
（
二
八
・
４
、
１
３
）﹇
オ
ノ
ゴ
ロ
ジ
マ
で
の
聖
婚
﹈
⑤
伊
邪
那
美
命
（
二
九
・
６
）﹇
オ
ノ
ゴ
ロ
ジ
マ
で
の
聖
婚
﹈
⑥
伊
邪
那
美
命
（
三
十
・
１
０
）﹇
オ
ノ
ゴ
ロ
ジ
マ
で
の
聖
婚
﹈
⑦
伊
邪
那
美
神
（
三
四
・
９
）﹇
イ
ザ
ナ
ミ
の
死
﹈
⑧
伊
邪
那
岐
伊
邪
那
美
二
神
（
三
四
・
１
２
）﹇
イ
ザ
ナ
ミ
の
死
﹈
⑨
伊
邪
那
美
神
（
三
五
・
６
）﹇
イ
ザ
ナ
ミ
の
葬
﹈
伊
邪
那
美
命
（
三
六
・
１
４
）
﹇
黄
泉
つ
国
﹈
伊
邪
那
美
命
（
三
七
・
８
）
﹇
黄
泉
つ
国
﹈
伊
邪
那
美
命
（
三
八
・
２
）
﹇
黄
泉
つ
国
﹈
伊
邪
那
美
命
（
三
九
・
４
、
６
、
１
４
）
﹇
コ
ト
ド
ワ
タ
シ
﹈
黄
泉
津
大
神
（
三
九
・
１
４
）﹇
コ
ト
ド
ワ
タ
シ
﹈
道
敷
大
神
（
四
十
・
１
）﹇
コ
ト
ド
ワ
タ
シ
﹈
イ
ザ
ナ
ミ
は
イ
ザ
ナ
キ
と
聖
婚
し
、
一
緒
に
国
生
み
・
神
生
み
を
行
う
場
面
に
お
い
て
そ
の
尊
称
は
「
命
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
神
避
」
っ
た
イ
ザ
ナ
ミ
を
追
っ
て
黄
泉
つ
国
ま
で
行
く
イ
ザ
ナ
キ
と
対
面
す
る
場
面
に
お
い
て
も
イ
ザ
ナ
ミ
は
「
命
」
で
あ
る
。
黄
泉
つ
ひ
ら
坂
に
お
い
て
「
事
戸
を
度
す
」
と
き
も
「
命
」
で
あ
る
の
だ
。
だ
が
、
夫
イ
ザ
ナ
キ
と
の
離
縁
が
確
定
し
た
と
こ
ろ
、
イ
ザ
ナ
ミ
は
「
黄
泉
津
大
神
」
へ
と
変
身
す
る22
）
。
さ
ら
に
、「
愛
し
き
あ
が
な
せ
の
命
。
か
く
せ
ば
、
な
が
国
の
人
草
、
人
日
に
千
頭
絞
り
殺
さ
む
」
と
イ
ザ
ナ
キ
の
世
界
の
側
に
い
る
「
人
草
」
に
対
し
て
呪
詛
を
か
け
る
こ
と
が
イ
ザ
ナ
ミ
の
「
黄
泉
津
大
神
」
と
し
て
の
性
格
を
決
定
づ
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
こ
こ
を
も
ち
て
、
一
日
に
必
ず
千
人
死
に
、
一
日
に
必
ず
千
五
百
人
生
る
る
ぞ
。
か
れ
、
そ
の
伊
邪
那
美
の
命
を
名
づ
け
て
、
黄
泉
津
大
神
と
い
ふ
。」
イ
ザ
ナ
ミ
は
「
黄
泉
津
大
神
」
と
い
う
黄
泉
つ
国
を
支
配
す
る
恐
ろ
し
い
存
在
へ
変
身
し
た
の
で
あ
る
。
２
、
２
イ
ザ
ナ
キ
イ
ザ
ナ
キ
も
黄
泉
つ
国
の
訪
問
を
通
し
て
変
貌
す
る
。
そ
れ
は
イ
ザ
ナ
ミ
と
国
生
み
・
神
生
み
を
行
い
、「
神
避
」
っ
た
イ
ザ
ナ
ミ
を
追
っ
て
黄
泉
つ
国
へ
行
っ
た
場
面
に
お
い
て
ず
っ
と
「
命
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
存
在
か
ら
、
黄
泉
つ
国
か
ら
の
帰
還
後
に
「
大
神
」
に
な
る
の
で
あ
る23
）
。
①
伊
邪
那
岐
神
（
二
七
・
５
）
﹇
神
世
七
代
﹈
②
伊
邪
那
岐
命
（
二
七
・
９
）
﹇
オ
ノ
ゴ
ロ
ジ
マ
で
の
聖
婚
﹈
③
伊
邪
那
岐
命
（
二
八
・
８
）
﹇
オ
ノ
ゴ
ロ
ジ
マ
で
の
聖
婚
﹈
④
伊
邪
那
岐
命
（
二
九
・
１
、
８
）﹇
オ
ノ
ゴ
ロ
ジ
マ
で
の
聖
婚
﹈
五
四
古
事
記
に
お
け
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
マ
ラ
ル
）
⑤
伊
邪
那
岐
命
（
三
〇
・
８
）﹇
オ
ノ
ゴ
ロ
ジ
マ
で
の
聖
婚
﹈
⑥
伊
邪
那
岐
伊
邪
那
美
二
神
（
三
四
・
１
２
）
﹇
イ
ザ
ナ
ミ
の
死
﹈
⑦
伊
邪
那
岐
命
（
三
五
・
２
）﹇
イ
ザ
ナ
ミ
の
死
﹈
⑧
伊
邪
那
岐
命
（
三
五
・
８
）﹇
カ
グ
ツ
チ
の
殺
害
﹈
⑨
伊
邪
那
岐
命
（
三
七
・
１
）
﹇
黄
泉
つ
国
訪
問
﹈
伊
邪
那
岐
命
（
三
八
・
２
、
６
、
１
３
）
﹇
黄
泉
つ
国
訪
問
﹈
伊
邪
那
岐
命
（
三
九
・
１
０
）
﹇
コ
ト
ド
ワ
タ
シ
﹈
伊
邪
那
伎
大
神
（
四
十
・
５
）
﹇
ミ
ソ
ギ
﹈
伊
邪
那
伎
命
（
四
三
・
４
）
﹇
三
貴
子
の
分
知
﹈
伊
邪
那
岐
大
御
神
（
四
四
・
６
、
１
１
）
﹇
ス
サ
ノ
ヲ
の
神
や
ら
ひ
﹈
伊
邪
那
岐
大
神
（
四
四
・
１
３
）
﹇
鎮
座
﹈
梅
田
徹
は
イ
ザ
ナ
ミ
が
か
つ
て
と
ま
っ
た
く
異
な
る
神
名
に
変
わ
っ
た
の
に
対
し
て
、
イ
ザ
ナ
キ
は
尊
称
が
「
大
神
」
と
な
る
だ
け
で
神
名
の
変
化
は
な
い
こ
と
に
注
目
す
る
。「「
伊
邪
那
岐
」
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
最
初
か
ら
に
な
わ
さ
れ
て
い
た
も
の
を
黄
泉
国
か
ら
の
帰
還
後
も
本
質
的
に
抱
え
こ
み
維
持
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
天
つ
神
の
コ
ト
ヨ
サ
シ
を
行
動
の
原
理
と
す
る
イ
ザ
ナ
キ
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
イ
ザ
ナ
キ
は
黄
泉
つ
国
訪
問
以
前
に
出
来
損
な
い
子
の
ヒ
ル
コ
を
生
ん
だ
た
め
、
天
つ
神
に
相
談
し
、
そ
の
命
令
に
従
っ
て
い
た
の
だ
が
、
帰
還
後
に
自
分
が
イ
ザ
ナ
ミ
と
作
っ
た
国
の
「
う
つ
し
き
青
人
草
」
に
対
し
て
責
任
感
を
持
っ
て
救
い
を
与
え
た
り
、
三
貴
子
の
分
治
に
お
い
て
「
汝
が
命
は
、
高
天
の
原
を
知
ら
せ
」
な
ど
と
委
任
し
た
り
す
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
む
し
ろ
黄
泉
つ
国
訪
問
を
経
て
か
ら
、
天
つ
神
の
コ
ト
ヨ
サ
シ
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
黄
泉
つ
国
と
い
う
他
界
の
体
験
を
通
し
て
の
変
貌
で
あ
り
、
イ
ザ
ナ
キ
に
は
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
の
姿
が
読
み
取
れ
る24
）
。
さ
ら
に
、「
か
れ
、
そ
の
伊
邪
那
岐
の
大
神
は
淡
海
の
多
賀
に
坐
す
」
と
あ
る
よ
う
に
鎮
座
す
る
「
大
神
」
へ
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
２
、
３
ス
サ
ノ
ヲ
ス
サ
ノ
ヲ
も
「
命
」
だ
っ
た
存
在
か
ら
根
の
堅
州
国
の
主
と
し
て
「
大
神
」
と
呼
ば
れ
る
存
在
へ
変
身
す
る
。
①
建
速
須
佐
之
男
命
（
四
二
・
１
４
）﹇
三
貴
子
の
誕
生
と
分
治
﹈
②
建
速
須
佐
之
男
命
（
四
三
・
１
２
）﹇
三
貴
子
の
誕
生
と
分
治
﹈
③
建
速
須
佐
之
男
命
（
四
四
・
３
、
７
）﹇
ス
サ
ノ
ヲ
の
異
端
性
﹈
④
速
須
佐
之
男
命
（
四
五
・
１
）﹇
高
天
の
原
へ
の
昇
天
﹈
⑤
速
須
佐
之
男
命
（
四
六
・
１
、
１
０
）﹇
高
天
の
原
へ
の
昇
天
﹈
⑥
建
速
須
佐
之
男
命
（
四
六
・
１
３
）﹇
ウ
ケ
ヒ
﹈
⑦
速
須
佐
之
男
命
（
四
七
・
５
）﹇
ウ
ケ
ヒ
﹈
⑧
速
須
佐
之
男
命
（
四
八
・
３
）﹇
ウ
ケ
ヒ
﹈
⑨
速
須
佐
之
男
命
（
四
九
・
４
）﹇
ス
サ
ノ
ヲ
の
勝
さ
び
﹈
速
須
佐
之
男
命
（
五
二
・
１
２
）﹇
ス
サ
ノ
ヲ
の
神
や
ら
ひ
﹈
速
須
佐
之
男
命
（
五
三
・
３
）﹇
オ
ホ
ゲ
ツ
ヒ
メ
の
殺
害
﹈
須
佐
之
男
命
（
五
三
・
９
）﹇
オ
ホ
ゲ
ツ
ヒ
メ
の
殺
﹈
速
須
佐
之
男
命
（
五
五
・
１
、
９
）﹇
ヤ
タ
マ
ノ
オ
ロ
チ
退
治
﹈
五
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
三
十
八
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
速
須
佐
之
男
命
（
五
六
・
４
、
１
０
）﹇
ヤ
タ
マ
ノ
オ
ロ
チ
退
治
﹈
大
神
（
五
六
・
１
４
）﹇
須
加
の
宮
を
作
る
﹈
須
佐
之
男
命
（
六
二
・
８
）﹇
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
が
ス
サ
ノ
ヲ
の
元
に
向
か
う
﹈
大
神
（
六
二
・
１
２
）﹇
根
の
堅
州
国
﹈
大
神
（
六
四
・
２
、
８
、
１
１
、
１
３
）﹇
根
の
堅
州
国
﹈
こ
の
よ
う
に
ス
サ
ノ
ヲ
の
尊
称
も
物
語
の
中
で
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
①
か
ら
ま
で
は
そ
の
尊
称
が
「
命
」
で
一
貫
し
て
い
た
の
に
対
し
、
「
須
加
の
宮
」
を
造
る
場
面
に
お
い
て
「
大
神
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、「
淡
海
の
多
賀
」
に
鎮
座
し
た
イ
ザ
ナ
キ
の
大
神
が
連
想
さ
れ
る
。
そ
の
神
が
鎮
ま
る
場
所
と
し
て
の
宮
が
定
ま
り
、
祭
ら
れ
る
べ
き
存
在
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
ス
サ
ノ
ヲ
は
「
大
神
」
と
し
て
「
須
加
の
宮
」
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
根
の
堅
州
国
に
お
い
て
「
大
神
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
根
の
堅
州
国
の
主
と
し
て
登
場
す
る
わ
け
だ
。
で
は
、
古
事
記
に
お
い
て
「
大
神
」
と
呼
ば
れ
る
存
在
と
は
何
か
ま
と
め
て
み
た
い
。
ま
ず
は
、
イ
ザ
ナ
キ
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
例
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
分
の
「
宮
」
を
持
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
お
い
て
祭
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
黄
泉
津
大
神
」
と
な
っ
た
イ
ザ
ナ
ミ
の
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
大
神
」
と
は
呪
い
を
か
け
る
ほ
ど
の
抑
制
で
き
な
い
力
を
持
ち
、
そ
れ
だ
か
ら
祭
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
２
、
４
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
国
譲
り
の
段
に
お
い
て
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
ク
シ
ヤ
タ
マ
に
「
天
の
御
舎
」
を
作
っ
て
も
ら
い
、「
天
の
御
饗
」
を
献
上
さ
れ
る
。
だ
が
、
天
つ
神
に
祭
ら
れ
た
記
述
が
な
く
、
国
譲
り
の
段
に
は
「
か
れ
、
建
御
雷
の
神
、
返
り
参
上
り
て
、
葦
原
の
中
つ
国
を
言
向
け
和
平
し
つ
る
状
を
復
奏
し
き
。」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
中
巻
の
垂
仁
天
皇
の
条
に
お
い
て
、
こ
こ
に
、
天
皇
患
へ
た
ま
ひ
て
、
御
寝
ま
せ
る
時
に
、
御
夢
に
覚
し
て
曰
ら
し
し
く
、
「
わ
が
宮
を
天
皇
の
御
舎
の
ご
と
修
理
た
ま
は
ば
、
御
子
必
ず
真
言
と
は
む
」
と
、
か
く
覚
し
た
ま
ふ
時
に
、
ふ
と
ま
に
に
占
相
ひ
て
、
い
づ
れ
の
神
の
心
ぞ
と
求
め
し
に
、
そ
の
祟
り
は
出
雲
の
大
神
の
御
心
に
あ
り
き
。
か
れ
、
そ
の
御
子
を
し
て
そ
の
大
神
の
宮
を
拝
ま
し
め
に
遣
は
さ
む
と
せ
し
時
に
、
誰
人
を
副
へ
し
め
ば
吉
け
む
と
う
ら
な
ひ
き
。（
古
事
記
中
巻
）
と
あ
る
。
斎
藤
英
喜
は
こ
の
記
事
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る
。
天
つ
神
の
御
子＝
天
皇
が
、
そ
の
地
上
支
配
の
正
当
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
祭
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
皇
が
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
祭
ら
な
け
れ
ば
、
支
配
の
正
統
性
が
維
持
で
き
な
く
な
る
と
い
う
の
で
あ
る25
）
。
つ
ま
り
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
祟
り
を
起
こ
す
ほ
ど
恐
ろ
し
い
神
で
あ
り
、
祭
ら
な
け
れ
ば
困
る
と
い
う
存
在
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
「
そ
の
大
神
の
宮
」
と
あ
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
た
い
。
つ
ま
り
、「
大
神
」
と
し
て
自
分
の
「
宮
」
を
得
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
オ
ホ
ク
ニ
五
六
古
事
記
に
お
け
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
マ
ラ
ル
）
ヌ
シ
は
祟
り
を
起
こ
す
ほ
ど
抑
制
で
き
な
い
力
を
持
つ
「
大
神
」
な
の
だ
。
国
譲
り
の
段
に
お
い
て
作
ら
れ
た
「
天
の
御
舎
」
が
こ
の
「
大
神
」
を
祭
る
た
め
の
「
宮
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
疑
い
な
い
。
こ
の
神
は
根
の
堅
州
国
訪
問
を
経
て
か
ら
国
作
り
を
し
、
葦
原
の
中
つ
国
を
支
配
し
て
い
た
と
い
う
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
か
ら
祭
ら
れ
る
存
在＝
「
出
雲
大
神
」
に
変
身
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ク
シ
ヤ
タ
マ
に
「
天
の
御
饗
」
を
献
ら
れ
る
こ
と
で
実
現
で
き
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
存
在
で
あ
る
ク
シ
ヤ
タ
マ
に
一
体
化
さ
れ
、「
天
の
御
饗
」
の
献
上
を
通
し
て
祭
ら
れ
る
こ
と
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
性
格
を
変
え
て
い
く
大
き
な
転
換
点
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
に
と
っ
て
他
界
訪
問
と
同
じ
ほ
ど
の
衝
撃
を
与
え
る
よ
う
な
「
体
験
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
国
譲
り
神
話
の
末
尾
の
部
分
は
「
出
雲
大
神
」
を
祭
る
起
源
譚
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
本
稿
に
お
い
て
国
譲
り
神
話
に
お
け
る
「
天
の
御
饗
」
の
考
察
を
し
て
み
た
。
「
天
の
御
饗
」
を
献
る
主
体
と
対
象
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
天
つ
神
を
祭
る
の
か
、
あ
る
い
は
天
つ
神
が
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
祭
る
か
で
研
究
の
視
点
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が
、
国
譲
り
神
話
末
尾
の
文
体
を
見
る
と
、
そ
れ
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
な
表
現
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
誰
が
主
語
な
の
か
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
文
章
と
は
、
神
を
祭
る
者
と
神
が
一
体
化
し
て
い
る
と
い
う
風
景
が
読
み
取
れ
る
文
章
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
死
と
再
生
を
繰
り
返
し
、
古
事
記
の
中
で
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
か
ら
大
な
る
国
の
王
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
へ
と
変
成
す
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
国
譲
り
の
段
に
お
い
て
「
八
十
手
」
に
鎮
ま
る
神
へ
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
実
際
に
ク
シ
ヤ
タ
マ
に
祭
ら
れ
る
こ
と
で
実
現
で
き
た
。
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
「
出
雲
大
神
」
と
し
て
古
事
記
中
巻
の
垂
仁
天
皇
の
条
に
登
場
し
、
天
つ
神
の
御
子＝
天
皇
に
祭
ら
れ
て
い
く
存
在
へ
と
変
貌
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
。
〔
注
〕
１
）
原
文
は
『
古
事
記
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
１
）
山
口
桂
紀
・
神
野
志
隆
光
校
注
小
学
館
２
０
０
４
（
初
版
１
９
９
７
）
に
よ
る
が
、
書
き
下
し
文
は
『
古
事
記
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）
西
宮
一
民
校
注
新
潮
社
２
０
０
５
（
初
版
１
９
７
９
）
に
よ
る
。
（
２
）『
古
事
記
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）
西
宮
一
民
校
注
新
潮
社
２
０
０
５
（
初
版
１
９
７
９
）
（
３
）『
古
事
記
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
１
）
山
口
桂
紀
・
神
野
志
隆
光
校
注
小
学
館
２
０
０
４
（
初
版
１
９
９
７
）
（
４
）
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
第
四
十
巻
岩
波
書
店
１
９
９
６
（
５
）
注
（
４
）
に
同
じ
（
６
）
日
本
書
紀：
「
又
汝
應
住
天
日
隅
宮
者
、
今
当
供
造
、
即
以
千
尋
縄
、
結
為
百
八
十
紐
、
其
造
宮
之
制
者
、
柱
則
高
太
、
板
則
廣
厚
」
と
あ
る
。『
日
本
書
紀
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
２
）
校
注
小
島
憲
之
小
学
館
２
０
０
４
（
初
版
１
９
９
４
）
（
７
）『
古
事
記
祝
詞
』
倉
野
憲
司
校
注
（
日
本
古
典
文
学
大
系
１
）
岩
波
書
店
１
９
７
０
（
８
）
西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
』
第
三
巻
ち
く
ま
学
芸
文
庫
２
０
０
５
（
９
）
益
田
勝
実
「『
古
事
記
』
に
お
け
る
説
話
の
展
開
」『
古
事
記
大
成
・
二
巻
』
１
９
５
８
（
10
）
岡
田
精
司
「
古
代
王
権
と
宮
廷
祭
祀
」『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
塙
書
房
１
９
８
８
（
初
版
１
９
７
０
）
（
11
）『
古
事
記
』
日
本
思
想
大
系
青
木
和
夫
校
注
岩
波
書
店
１
９
８
２
五
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
三
十
八
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
（
12
）
矢
嶋
泉
「『
古
事
記
』
国
譲
り
神
話
の
一
問
題
」『
日
本
文
学
』
日
本
文
学
協
会
編
集
１
９
９
８
｜
３
（
13
）
戸
谷
高
明
「「
天
之
御
舎
」
の
用
法
」『
古
事
記
の
表
現
論
的
研
究
』
２
０
０
０
（
初
出
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研
究
国
語
・
国
文
学
編
１
９
９
８
）
（
14
）
神
野
志
隆
光
校
注
『
古
事
記
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）
と
三
浦
祐
之
『
口
語
訳
古
事
記
』
の
こ
の
部
分
に
対
す
る
注
釈
は
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
が
服
従
し
た
こ
と
を
示
す
た
め
に
、「
天
の
御
饗
」
を
天
神
の
使
者
で
あ
る
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
に
献
っ
た
と
あ
る
。
三
浦
祐
之
は
『
古
事
記
講
義
』
の
中
で
古
事
記
は
日
本
書
紀
に
対
し
て
出
雲
神
話
を
重
視
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、『
口
語
訳
古
事
記
』
に
お
い
て
「
天
の
御
饗
」
を
献
上
し
た
の
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
あ
り
、
天
つ
神
に
服
従
を
表
す
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
（
15
）
注
（
８
）
に
同
じ
（
16
）
斎
藤
英
喜
『
読
み
替
え
ら
れ
た
日
本
神
話
』
講
談
社
現
代
新
書
２
０
０
６
（
17
）
西
郷
信
綱
「
稗
田
阿
礼
」『
古
事
記
研
究
』
未
来
社
２
０
０
２
（
18
）
西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
』
第
三
巻
ち
く
ま
学
芸
文
庫
２
０
０
５
（
19
）
注
（
12
）
に
同
じ
（
20
）
注
（
３
）
に
同
じ
（
21
）
藤
井
貞
和
『
古
日
本
文
学
発
生
論
』
思
潮
社
１
９
９
２
（
22
）
西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
』
第
三
巻
ち
く
ま
学
芸
文
庫
２
０
０
５
（
23
）
梅
田
徹
「
イ
ザ
ナ
キ
の
黄
泉
国
訪
問
と
「
大
神
」
へ
の
変
異
―
『
古
事
記
』
の
「
神
代
」
｜
『
日
本
文
学
研
究
』
１
９
９
５
｜
２
（
イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
尊
称
に
関
す
る
表
は
梅
田
徹
の
提
示
し
た
も
の
を
参
照
し
た
。）
梅
田
徹
は
「
コ
ト
ド
ワ
タ
シ
」
が
イ
ザ
ナ
ミ
に
と
っ
て
変
貌
の
転
換
点
で
あ
る
の
は
神
名
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
と
い
う
。
別
離
が
決
定
し
た
と
き
に
「
黄
泉
津
大
神
」
と
し
て
の
神
格
が
獲
得
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
（
24
）
ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
マ
ラ
ル
「
古
事
記
の
他
界
観
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
｜
交
渉
手
段
の
考
察
を
通
し
て
｜
」『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
編
』
３
７
号
２
０
０
９
（
25
）
注
（
16
）
に
同
じ
〔
原
典
〕
『
古
事
記
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）
西
宮
一
民
校
注
新
潮
社
２
０
０
５
（
初
版
１
９
７
９
）
『
古
事
記
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
１
）
山
口
桂
紀
・
神
野
志
隆
光
校
注
小
学
館
２
０
０
４
（
初
版
１
９
９
７
）
『
南
島
歌
謡
大
成
宮
古
編
』
外
間
守
善
、
玉
城
政
美
編
角
川
書
店
１
９
７
８
A
n
d
a
sso
v
a M
a
ra
l
文
学
研
究
科
仏
教
文
化
専
攻
博
士
後
期
課
程
）
（
指
導：
斎
藤
英
喜
教
授
）
二
〇
〇
九
年
九
月
三
十
日
受
理
五
八
古
事
記
に
お
け
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
マ
ラ
ル
）
